被害者の御父上様の審判廷での証言
今紹介されました被害者の父親の○○○○と申します。

振り返って見ますと、教区から受けた仕打ちは、そのやり方は「たかが小さな教会の一信者やないか」というようなやり方で、私らの訴えを潰しにかかったのだと私は思っています。

被害者よりも京都教区の利益のためにだけ原田司祭を守ったのだと私は思います。

それで、今度の審判廷の差し戻しの件なのですが、高地主教や三浦司祭を外した、誰が見ても公平な裁きが出来たなと思えるような展開をやって欲しいと思います。

これは、管区のいま前におられる審判員の方々の権限が及ぶかどうか分かりませんが、

被害者父親からの、僕のたっての希望としてお願いします。

　最初から言いますと、三浦司祭も高地主教も新聞に初めて載った時には「事実無根や」

といわれ、長い間苦労して勝ち取ったうちらの娘の勝利の判決を「事実無根」という一言で片づけられて、世間の人には「あれやなあ～」(一体どうしたという奇異な)というような感じで受け取られたと私は思います。

それで、私は三浦司祭の八木の教会（現場教会の隣り町、大和橿原市）へ行って、「事実無根という書類があるなら出しなさい、なかったらそれ相当の謝罪をしなさい」と言って問いつめたところ、三浦司祭は、ひと言も何も言わずに、高地主教からの指金で、いや命令なのか「高地主教に聞いて下さい」と謝るだけで、それを繰り返すばかりで、そのまま時間が５分１０分と過ぎました。あまり長くいても埒が明かず、とにかく書類を出しなさい、ないならそれ相当の謝罪を、と言って帰りました。三浦司祭からはそれ以後何の返事もありません。

私は高地主教にその後、橿原会館であった時にもその話をしましたが、それでも、何も、何の音沙汰もありません。そういう経緯があって、高地主教や三浦司祭は全く信頼のおけない人物だと感じています。私にとって、この二人は全く信用できません。

京都教区の審判廷の差し戻し審は誰が見てもこの人だったら公平に裁けるなぁという人を審判員にしてください。古賀司祭は私に対する最終謝罪報告の中でもウソばかりついています。それは医者やその他の人に問い合わせたらすぐにバレるようなことなのに、そう言うことでも平気で嘘を言う牧師なのです。

自分の立場だけを守ろうとしている京都教区のやり方を根本から変えて欲しいと思います。それが被害者の願いです。

　　　　　　２００９年３月３日　日本聖公会管区第一小審判廷にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都聖アグネス教会聖堂　

